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〈編集後記〉 
　私自身は有機化学を専門としており、日常の研究生活で“極低温”と“有機化学”が結

びつくのはNMR測定ぐらいしかないのが実情です。このため、大阪大学低温センターだ
よりの編集会議では毎回、研究内容を理解するのに苦労しています。しかし、編集後記担

当にあたった本号の研究ノートは 3件のうち 2件が幸いにも私にも若干関連のある“有機
エレクトロニクス”に関する内容ですので以下に簡単にとりあげたいと思います。有機エ

レクトニクスに携わる研究者の究極の目標が有機化合物の単一分子をデバイスに用いる“分

子エレクトロニクス”の実現です。今回の研究ノートではこの分子エレクトロニクス実現

に不可欠な「共役オリゴマー単分子の電気伝導度の計測」、「単層カーボンナノチューブ

を用いた単電子トランジスタ開発」の最新・最先端の研究成果が報告されており、非常に

興味深い知見が得られています。是非、御一読下さい。 

　さて、ここからは宣伝になりますが、有機化合物をデバイスに利用する有機エレクトロ

ニクスの研究は世界中で活発に行われており、ごく最近ではソニー（株）から有機ELテレ
ビが発売されるまでに至っています。大阪大学では、有機エレクトロニクスの分野におい

て先駆的・独創的成果を発信しつづけていますが、世界をリードする研究を引き続き実施

するためには研究分野の垣根を越えた協力体制が不可欠な状況となってきています。この

観点から、研究者間の情報交換、交流、共同研究の推進を目的とした“大阪大学有機エレ

クトロニクス研究会”が昨年12月に発足しました。本号を読まれて有機エレクトロニクス
（あるいは分子エレクトロニクス）に興味をもたれた方は是非ホームページ（http://www. 
molectronics.jp/yukiele.html）をご覧になり、入会して頂ければ幸いです。 
　最後になりましたが御多忙の中、本号の原稿を執筆していただきました先生方にこの場

を借りて厚く御礼申し上げます。 

（家　裕隆） 
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表紙説明：（左）カーボンナノチューブ電界効果トランジスタに集束イオンビームを用いて欠陥を

導入している模式図（本文ｐ.６参照） 

　　　　　（右）走査型トンネル顕微鏡を用いたブレイクジャンクション法（ＳＴＭ－ＢＪ法）によ

る単一分子計測の模式図（本文ｐ.１参照） 


